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ま え が き 

 

わが国では古来より自然災害がしばしば発生し、多くの被害がもたらされてきた。この１年でも、平

成25年台風第18号、26号に伴う集中豪雨や、関東甲信地方における南岸低気圧による大雪、越谷市や

野田市等を襲った竜巻などが発生し国民生活に大きな影響を与えた。このような状況において、安全と

安心に対する国民の関心は非常に高まっており、的確な防災情報を適切なタイミングで発信することが

求められている。 

 気象研究所は、こういった要望に応える気象庁の施設等機関として、我が国の気象業務を支える技術

の研究・開発を行っている唯一の研究機関である。大規模な自然災害を引き起こす台風・集中豪雨・竜

巻・地震津波・火山噴火等の現象の解明や予測に関する研究、異常気象・地球温暖化・海洋の酸性化等

の地球規模の気候変動・地球環境問題に関する研究などを実施し、その成果は、天気予報や警報、地震

や火山活動の監視などの気象業務の改善や高度化に利用されている。また、気象研究所で実施している

研究は関連する科学技術分野の発展にも資するものであり、平成25年9月に発表された「気候変動に関

する政府間パネル（IPCC）第5次評価報告書」作成への貢献など、国際的な活動にも積極的に参画して

いる。 

昨今の厳しい財政状況にかんがみ、5 年毎に中期研究計画を策定して重点的に取り組む課題を定める

など効果的・効率的な研究の推進に努めている。特に平成25年度は、ほぼすべての研究課題において研

究計画の最終年度にあたることから、外部有識者で構成される気象研究所評議委員会により、終了時評

価と、その後継である新規課題についての事前評価をいただいた。これを踏まえ、平成26年度からは、

新しい中期研究計画のもとで、所内横断的なプロジェクト体制をより発展させて、研究内容のより一層

の向上と充実を図っている。 

 気象研究所年報には、終了時課題については研究期間全体での研究成果を記載したほか、継続課題の

年次報告、活動のトピックス、研究評価活動、普及・広報活動、研究交流（外国出張、受入研究員）、職

員の研究論文・講演の一覧、職員の国内外における委員会活動等、気象研究所における研究活動を総合

的に掲載している。気象研究所の研究活動によって得られた多くの知見と成果が、気象業務はもとより

国の施策や多くの関連する分野においてどのように活用されているかをこの一冊でご覧いただけるよう

に努めた。この年報を通じて、気象研究所の活動についてより深くご理解頂くとともに、今後の一層の

ご支援をお願いする。 

  

気象研究所長  永田 雅 
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表紙の写真 

 

報道発表資料「平成 25 年 7 月 28 日の山口・島根の大雨発生要因について」から。 

左図は 28 日 10 時 40 分～11 時 00 分までの気象レーダーによる降水強度分布の時系列、右図

は左図（11 時 00 分）の線分 AB と線分 CD の鉛直断面図。 

7 月 26 日から 8 月 3 日にかけて、日本付近に暖かく湿った空気が流れ込んだことにより、

西日本から北日本の広い範囲で大気の状態が非常に不安定となり、局地的に非常に激しい雨が

降った。特に 28 日は島根県と山口県では記録的な大雨となり、島根県、山口県において死者

2 名、行方不明者 2 名となったほか、各地で河川の氾濫や土砂災害等が発生した。 

気象研究所では、このような顕著な現象が発生した際に速やかに発生要因等を調査し情報発

信を行っている。 



 ト
ピ
ッ
ク
ス
 

 

  

 1 



 

  

 2 



 ト
ピ
ッ
ク
ス
 

 

 3 



 

 4 




